
丘陵地の高低差を生かし建物の屋上を棚田にするブロックと、沿道
に町屋風の建物を並べてにぎわいを出すと共に敷地内に大きな共
有の農地をつくるブロックに分かれています。中央の高台には共有
施設としての浴場が設置されています。

ミレニアムシティでは、2002年に国土交通省が主幹する研究会「コ
ミュニティ戦略型テーマタウン研究会」に 2 人の理事長が委員とし
て出席し、NPO の立場からニュータウンの計画づくりに提案をし
たことがあります。このテーマタウン委員会の成果は、その後「エ
リアマネジメント」として事業化されています。
国では、ニュータウンの開発未定地において、このエリアマネジメ
ントの手法を活かした、新しい持続可能なまちづくりを研究するこ

とになり、ミレニアムシティにワーキンググループとして参加して
ほしいとの要請をいただきました。
これは、あるニュータウンの街区において、これまでにない開発手
法を用いて、環境に配慮した、持続可能なまちづくりを行うという
テーマで提案したものです。「棚田住宅」と「町屋住宅」という 2
つの住宅タイプを配置し、緑が豊かで、食料やエネルギーもある程
度自給できる住宅地を構想しています。
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